
問い

古い道具と昔のくらし
～今の生活と比べてみよう～

2024 年 1 月 13 日（土）～ 3月 17 日（日）

会場｜福島県立博物館　収蔵資料展示室
観覧料｜常設展料金（一般・大学生 280 円、高校生以下無料）

観覧時間｜9:30 ～ 17:00　※入場は 16:30 まで

休館日｜毎週月曜日、2月 13 日（火）　※2月 12 日（月）は開館します

福島県立博物館　令和 5年度特集展

※小学校第３・４学年社会科単元に対応します

福島県立博物館 〒965-0807　福島県会津若松市城東町 1-25
Tel:0242-28-6000　Fax:0242-28-5986

私たちのくらしとその中にあふれる道具は、すごいスピードで
進歩しています。それによって便利になったことはもちろん
ですが、一方で失われたものもあります。
この特集展では、身近な生活の道具を通じてくらしのうつり
かわりを知ることで、便利になってよかったこと、今だから
こそ見直したいことを皆さんに問いかけます。
「これまで」のくらしに学び、「これから」のくらしを考えて
みましょう。

容器を持っていって酒や醤油を買うくらし、
ペットボトルに入った飲み物を買うくらし。
それぞれのいいところとよくないところは？

氷で冷やす冷蔵庫。これがなくなると
あるお仕事もなくなっちゃう？
今の冷蔵庫にできて、氷冷蔵庫には
できないことに関係があるんだけど…
何ができないのかな？

お米を炊くための道具「羽釡」。
じつはそれ以外にも重要な役目
が？
今の炊飯器にはない、不思議な
力ってなんだろう？


